意見公募（パブリックコメント）の実施結果について

	案件名
	登別市本庁舎建設基本構想（案）

	意見の募集期間
	平成３０年６月６日から平成３０年７月５日

	担当グループ 
	総務部総務グループ

	意見の提出件数
	１件

	提出された意見の概要と市の考え方

	ＮＯ
	意見の概要
	市の考え方

	１
	登別市役所の建替えは急務であり、また、現代的なオフィス環境のもと効率よく業務に励まれることが市民、地域にとって有益となるものとの思いから、次の点について提案する。

[bookmark: _GoBack]① 現市役所に新築する方針で進めるとのことだが、早急に第２庁舎と消防本部を取り壊し、新庁舎を建てられたらいいかと思う。消防本部はその公共施設等総合管理計画にあるように鷲別支署と消防本署との統合を含め、然るべき場所に配置されたらよいかと考える。

② 新庁舎に関して、各部課、市議会のほか、図書館を併設、同じく老朽化している労働福祉センターの機能を集約してはどうか。図書館の充実は子育てや学習機能の充実につながり、そもそも現在の図書館が小さくかつ駐車場も狭いので、この機会に充実した図書館が併設されるといいのではと考える。

③ 敷地面積の件で可能かどうかは不明だが、老朽化している給食センターも併設し、職員ならびに市民も安価に利用できる食育レストランのようなものを設けてはどうか。

④ 従来の各部課のオフィスと議会といった単一的ではなく、他の老朽施設も取り込んだ合理的かつ魅力的な市役所になればと思う。
	本庁舎は耐震性、老朽化の問題から、建替えの実施は急務であると認識しております。
また、基本構想や基本計画の策定、基本設計の実施にあたっては、市民や専門家、有識者の意見を参考に検討を行ってまいります。

≪①について≫
消防本署と鷲別支署については、公共施設等総合管理計画に基づき、今後の消防体制のあり方について検討をしているところであり、本庁舎の建替えと並行して議論を進めてまいります。


≪②～④について≫
施設の集約化・複合化については、市民や専門家、有識者の意見を聞きながら、その必要性やコスト（財源含む）等を総合的に勘案し、市民や職員にとって使いやすい庁舎・施設となるよう、基本計画や基本設計の段階で十分に検討してまいります。



